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大気中のCO2上昇によって、地球環境の急速な変化は避けられないものとなっ

てきている。よって、環境変化が生物に及ぼす影響の具体的な評価や、適応能

力の査定は、生物や生態系が従来待つ適応能力を利用した保全案の確立のため

に必要不可欠である。精子鞭毛運動は、生命の始まりである受精のための遺伝

`情報の伝達に必要不可欠である。今後の急速な環境変動に対して、比較的単純

な構成要素からのみ形成される精子は、容易に影響を受ける可能性がある。放

卵放精型のサンゴおよびナマコでは、精子鞭毛運動は、海中に放出しただけで

は活性化せず、卵から分泌される活性化物質により活性化する。その際、精子

の細胞内ｐＨ(pHi）の上昇が運動開始の引き金となっている(MoritaetaL,2006＆

inpress)。つまり、細胞外のｐＨの現象＝海洋酸性化により、精子の運動性が低

く抑えられてしまう可能性がある。酸性化海水にサンゴ、ナマコの精子をさら

すと、１）わずかなｐＨ低下でも精子鞭毛運動の減少が見られた。詳細な検討を

ナマコの精子で行ったところ､2)運動機関である鞭毛軸糸の分解が見られたこと、

3)そして精子の膜もしくは細胞質に含まれるタンパク質が可溶化されてくるこ

とを発見した。この３）可溶化されてくるタンパク質のアミノ酸配列は、プロ

テアーゼであるセリンエンドペプチダーゼと高い相同生を示した。プロテアー

ゼは、サケやニシン精子の鞭毛に局在していることが知られており（InabaetaL

l993;YoshidaetaM9”)、ニシンでは卵から分泌される精子の運動活性化物質が

トリプシンインヒピター様ペプチドであることも報告されている(OdaetaL

l998)。以上のことを踏まえると、酸性化海水に精子をさらすと、１）運動開始

の檮報伝達に問題が起こるだけでなく、２）鞭毛に繋がれているプロテアーゼ

が外れ、３）鞭毛タンパク質の分解がおこる可能性が示唆された。
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